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1. はじめに

l 

自由主義と保護主義の間の対立・論争は，時の政治経済社会情勢と複雑にか

らみあいながら，重商主義の昔から絶えることなく繰り返されてきた(九そし

て，第二次世界大戦以降，世界経済は，時々の振れはあったものの，自由貿易

の方向を指向しつつ，各種の国境措置の緩和等による貿易の拡大を通じて，貿

易の利益を享受してきた。最近，ガット等の国際会議の場では，一層の貿易の

自由化を進めるため，これまで例外的に取り扱われ，様々な保護措置が講じら

れてきた農業についても自由化を求める声が強まってきている。

農業に関する貿易の自由化に対しては，どの産品を対象としてどのような国

境措置をどの程度緩和するか等の各論部分では各国の利害が激しく対立してい

るが，方向として自由化を進めるべきであるとする総論部分に対して真っ向か

ら反対する国はないようである。というのも，自由化論の基となっている「自
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国及び世界の経済厚生の観点からみて規制や制限が行われない自由貿易・自由

経済は最善であり，農業だけを特別に保護するべきではない」という伝統的な

貿易理論に基づく主張に対して，反論することは困難であると考えられている

ためであると思われる。

確かに，自由貿易・自由経済こそ最善であるという主張は，特に，静学的で

単純化かっ抽象化された経済理論の世界では明快であり，論理上の説得力があ

る。しかしながら，自由貿易最善の命題が成立するための諸前提は，現実の経

済の特徴を十分に反映したものであるとはいいがたL、。たとえば，財の中には

その特殊性から他の財と同質的に扱うことにはなじまないものがあろうし，そ

のような財を対象として分析を行うときには，財の特殊性を考慮した理論の組

立てが必要となろう。どのような場合に自由貿易が最善なのか， もし保護貿易

が認められるとすればどのような場合かを経済学的に判断するに当たっては，

当然のことながら，より現実に接近したモデルなり体系の中でそれを行う必要

がある (2)。

農業について考えてみると，農業は，工業とは異なり，自然条件の影響によ

り供給量に変動が生じやすいという特殊性を有している。仮に，今後自由貿易

による国際分業が推し進められるとすれば，農業及び食料供給は，最終的には，

農業に比較優位を持つ少数の国にその主要な部分が担われることになるであろ

う。その結果，世界的にみた食料供給の不確実性もむしろ増大することとなり，

食料輸出国の作柄によっては，食料輸入国が必要とする量の食料を確保できな

くなるような事態の発生も予想される (3)。

本稿の目的は，従来の貿易理論では十分に考慮されていなかった農業の持つ

特殊性をモデルに組み込むことにより，自由貿易が常に最善ではないことをカ

ウンター・イグザンプルをもって示すことである。具体的には，以下の分析に

おいて，農業生産の不確実性を確率変数として明示的に導入したモデルを用い

て， autarkyの閉鎖経済と完全に自由化された開放経済の経済厚生を比較し，

閉鎖経済体制によって各国内に農業を保持した方が世界的な経済厚生が高まる

ケースが存在することが示される。このような本稿の分析は，より現実に接近
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したモデルの構築の必要性を示すことを意図するものであるが，分析の結果は

あくまでモデルという限られた範囲の中にとどまるものであって，現実の具体

的な政策と結びつけることを意図したものではない。なお，定義の問題として，

本稿において，農業の自由化とは国境措置及び国内措置を含めた意味での完全

な自由化を，また，農業保護とは国境措置のみが講じられ圏内措置は講じられ

ないことを意味するものとする。 2国2財モデルによる分析の下では，農業保

護によって国境措置が講じられ農産物の輸入が行われないときには，当然 au-

tarkyとなる。

自由貿易よりも保護貿易によって経済厚生が高まるケースとして，従来か

ら， (ア)市場に不完全性がある場合， (イ)収穫逓増産業が存在する場合， (ウ)

幼稚産業を保護する場合等が知られており，これらに関する文献は枚挙にいと

まがないω。

本稿と同様に，不確実性が存在する場合について autarkyの下で達成され

る経済厚生と自由貿易の下で達成される経済厚生を比較分析したものとして，

Newbery and Stiglitz (10J及び(11]， Cheng (1J等がある (5)。

Newbery and Stiglitzでは，収量変動が発生する財(財 r)と発生しない財

(財s)の2財が考慮され，両国 (2国モデル)の生産者及び消費者は危険回避的

な選好を有すること，財 rの生産量には両国間で完全な負の相闘があること，

消費者の需要の価格弾力性が 1であること，さらにリスクをプールする市場が

存在しないこと(すなわち市場は完全ではないこと)等が仮定される。これら

の仮定より，両国の生産者は， autarkyの下では所得には変動が生じないが，

自由貿易の下では財 rの収量変動によってその所得が変動することとなり，

autarkyに比べて自由貿易の方が生産者の経済厚生が低下することが導き出

される。また，両国の消費者についても，自由貿易の下では，生産者の財 rの生

産の縮小によってその経済厚生は悪化する。このように， autarkyと比べて自

由貿易の下では，両国の生産者，消費者とも経済厚生が悪化するので， r自由貿

易は autarkyよりもパレート劣等である」こととなる。一方， Chengでは，主

として，消費の代替性が欠如していること(すなわちレオンチェフ型の選好)
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を仮定し，財の国際価格に変動が生ずるという不確実性が存在する場合の小国

の経済厚生を分析している。そして. autarkyの下で消費主体にとって「余分

な財Jがないときには貿易の利益が存在せず，自由貿易の下で貿易を行う場合

よりも autarkyの下での経済厚生の方が高くなることが示されている。

以上のような Newberyand StiglitzやChengの分析では，伝統的な貿易理

論からみると，ややアドホックな仮定に基づいて結論が導き出されていると恩

われる。これらの分析と比較して，本稿では伝統的な貿易理論の仮定をできる

限りモデルに反映させることを意図している。これは，自由貿易が最善となら

ないケースが存在しうることを示す上で，モデルに不確実性を導入したことが

決定的な役割を果たしていることを明らかにするためである。すなわち，本分

析では，競争的でかつ完全な市場と危険回避的な経済主体を仮定しつつ，農業

生産の不確実性を明示的にモデルに組み込み，各経済体制において達成される

経済厚生をマクシミン基準を用いて評価している。管見の限りでは，本稿と同

種の分析の例はないものと思われる。

以下，本稿の概要を示す。まず. 2.において，分析に用いるモデルの基本的

な仮定を示し，農業生産の不確実性を導入したモデルの定式化を行う。ここで

は.Overlapping Generations Modelを用いて.2国2財 1生産要素の閉鎖経

済及び開放経済の定式化を行っている。 3.において，分析する経済に均衡が存

在するための条件を示し，均衡を定義する。 4.では，定常状態に着目し，定常

均衡の定義を行い，定常均衡を求めるための条件を示す。 5.では，数値例に

従って定常均衡を求め，閉鎖経済及び開放経済における経済厚生を計算し，そ

れらをマクシミン基準によって比較する。最後に. 6.で本稿の結論と残された

問題について整理する。

2. モデル

(1) 基本的な仮定

2国2財 l生産要素からなる離散時間の OverlappingGenerations Model 
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を用いる (6)。

世界には， j国と a国が存在し，それぞれの国には，任意の t期の初めに Njt

人，Nat人の第 t世代(以下 igen t Jと記す。)が生まれ， gen tは， t期と t+

1期の 2期間だけ生きる。任意の t期に，各国には，それぞれNjt人，Nat人の

gen tのyoungと，Njt・1人，Nat-l人の gent-1のoldが存在する。以下，単純

化のため，各国において， gen tとしてそれぞれ代表的な主体が 1人だけいる

ものとする。

h国 Ch=j， a)のgentの主体の選好は，その主体が youngのとき (t期)

に消費する財の量 Chllh ChlFt及び oldのとき(t+1期)に消費する財の量 Ch出

Ch2Ftの関数である効用関数 Uh(・)によって表わされる(7)0 Uh (・)は，それぞれ

の財の消費量に関して増加関数であり，連続で 2回微分可能， strictly 

βn θn θn 
quasi-concaveであると仮定する。また， DI = _-;:n ， D2 =ー~D，=~。C

hllt
'U2 θC

hlFt 
' θC

h21t
' 

au.. 
D4=一一-， C1=Ch11t. C2=ChIFIt C3ニ Ch21t，C4 = Ch2Ftとして，Ck→Oのとき

aCh2Ft 

会→∞ G→Oのとき会→0 件 1.2. 3. 4鮮のであると仮定す帆

財は，自動車とコメの 2種類である。この 2財は，開放経済の下では自由に

両国間で変換することができる。 自動車， コメとも， youngのときにはそれ

ぞれ規模に関して収穫逓減の技術，Ih (・)， Fh(・)により生産が行われ， oldのと

きには youngのときに投入された生産要素の量に比例した生産量が得られる

ものとする (9)。そして，任意の t期において生産された自動車及びコメは t期

内に消費し尽くされるものとする (10)0 Th1t. ThFtをそれぞれ h国において gent 

が自動車，コメ生産に用いる生産要素の量とすると， h国の gentの主体の

youngのときの自動車，コメの生産量は，それぞれ，Ih (Thlt)， Fh(ThFt)である。

また ahI，ahFをh国の gentのoldのときの自動車， コメの生産係数とする

と， oldのときの自動車，コメの生産量は，それぞれ ahIThlh ahFThFtとなる。な

お，単純化のため，両国の生産技術及び生産係数は，任意の t期において一定

とする。
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生産要素は，単純化のため 1種類とするが， これは資本，労働及び土地が混

合したものとも考えることができる。 t期における生産要素の売買は，それ

ぞれの国の gent-1のoldとgentのyoungの聞で行われ， 国墳を越えた生

産要素の売買は行われないものとする。 t期首に gent-1のoldは，自動車及び

コメの生産を瞬時に行いその後直ちに生産要素を売却し，それを購入した gen

tのyoungが生産要素を投入して瞬時に自動車及びコメの生産を行うものと

考える(11)。なお，それぞれの固に賦存する生産要素の量は任意の t期において

一定とし， gen tによって購入された生産要素は， young及び oldの2期間と

も全量生産に投入されるものとする。

それぞれの国では， oldのときコメの生産量に確率的な変動が生じ， state i (i 

=1 ， 2，…，1)が発生したときには，コメの生産量は Z~ 倍になると仮定する。つ

まり，ある年は天候が不順で冷害となりコメの生産量が減少する一方，ある年

は好天続きで豊作になるという農業生産の不確実性を考慮するわけである。こ

こで， 確率変数Zh(t+1) は， 非負で， 時間を通じて independentlyand 

identicallyに分布し，その分布関数は，

Prob{zh(t+ 1)=z~} =f!>O (i=1，2，…，/) 

EZ=1 

によって表わされると仮定する。以下では単純化のため， 1=2とする。

このような経済に発生する不確実性によって市場が不完全になることを防ぐ

ために，言い換えると，市場の完全性を確保するために，先物市場である con-

tingen t claimの市場を導入することとする(ω。それぞれの国の gentの主体

は youngのときに， t+1期に発生する stateに応じた t+1期のコメの受渡

しの権利である contingen t claimを売買することができるものとする。たと

えば， t 期において t 期のコメを単位とした S~t という価格で d~t 単位の contin­

gent claimを購入(または売却)することによって， t+1期に stateiが発生し

たときには t+1 期のコメを d~t 単位受け取る(または支払う)ことができ

る(13)0 contingent claimの売買は，開放経済の下では両国の主体間で自由に行
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うことができるものとする。

なお， gen tの主体は，自国及び他国に関する過去の state及び現在 (t期)の

state並びに将来 (t+l期)の state-一確率変数Zh(t+l)の情報ーーについて，

完全な情報を有するものとする。

以上のような諸仮定の下で， h国の gentの主体がとる行動を考えてみよう。

gen tは， t期首に一定量の生産要素を購入し，その時点で来期のコメ生産の不

確実性を考慮しつつ， youngとoldを通じた自動車及びコメの消費によって

得られる効用を最大化するように，自動車，コメ生産に投入する生産要素の量

を決定し，生産を行う。そして，生産した自動車及びコメの一部を生産要素の

支払いと contingentclaimの購入にあて，その残りを消費する。t+l期には，

自動車及びコメの生産，生産要素の売却による受取り， contingent claimに基

づく受取りからなる所得の下で消費を行う。

(2) 市場

任意の t期について， 自動車市場， コメ市場， 生産要素市場， contingent 

c1aim市場の 4つの市場を考えるo

自動車市場及びコメ市場では， gen t-1のoldとgentのyoungが取引に参

加する。閉鎖経済の下では， t期の両市場によって， h国の t期のコメを単位と

する t期の自動車の価格拘が決定される。開放経済の下では，自動車とコメは

両国の間で自由に交換されるから， t期の両市場によって， t期のコメを単位と

する t期の自動車の国際価格めが決定される。

生産要素市場では，前述のように， gen t-lのoldとgentのyoungが取引

に参加する。国境を越えた生産要素の融通は行われないから，閉鎖経済，開放

経済の下では t期の h固における市場によって，それぞれ h国の t期のコメ

を単位とする t期の生産要素の価格的tが決定されるo

contingent claim市場では， gen tのyoungしか取引に参加しない。なぜな

ら，仮に gent-lのoldがt期の市場で contingentclaimを購入しでも，彼は

t期末には死んでしまうから， t+ 1期のコメを受け取ることはできず， した
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がって gent-1のoldがcontingen t claiIDを購入することはない。逆に.gen 

t-1のoldがt期の市場で contingentclaiIDを売り出したとしても，それを購

入した人は t十l期にはコメを支払ってもらえず，そのような契約を示す con-

tingent claiIDが購入されることはないからである。閉鎖経済の下では.t期の

contingent claiID市場において. h国の t期のコメを単位とする t+1期に

state iが発生したときの contingentclaiIDの価格 Shtが決定される。開放経済

の下では. contingent claiIDは両国の間で自由に売買されるから. t期の市場

において.t期のコメを単位とする t+1期に stateiが発生したときの contin-

gent claiIDの国際価格s:が決定される。

以上のことをまとめると，閉鎖経済の下では.t期よりも前に発生した state

を所与として，各市場において，任意の t(t三1)及び h(h=j，a)について，

{{X込， ωI~}f S~~J2え ~1}~1~1 が決定される。ここで. ih i2は，それぞれ t期.t+1期

にh固に発生する stateを表わす(以下において同じ)。

また，開放経済の下では. t期よりも前に発生した stateを所与とし

て，各市場において，任意の t(t z 1)及び h(h = j， a)について，

{{ {{X;"l"l， W'::;l"l， S;"l川町句 }~2寸 }~2~1}~1~1}~1~1 が決定される。ここで， mt， m2は，

それぞれt期.t+l期に j国に発生する stateを.nJ， n2は，それぞれt期. t 

+1期に a国に発生する stateを表わす(以下において同じ)。

(3) gen tの効用最大化問題

1)閉鎖経済の場合

h国の gentは.Uh(・)の期待値を最大化するように意思決定を行う。 t期よ

りも前に発生した state及び t期に発生している stateを所与としたときの h

国の gentの閉鎖経済における効用最大化問題は，次のように表わされる。

IDax EtUh (ChlIt• Ch1Ft， C~~lt ， C詰Ft) (1) 

subject ω 

XhtChlIt + Ch1Ft十至
1
41dZ 

三三 xhtlh(ThIt)+Fh (ThFt) -whdThIt+ ThFt) (2) 
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X~~+l C，み+C~~Ft

三三 X~~+l ahlThlt+z!2ahFThFt+W~~+1 (Thlt+ ThFt) +d~~ (i2= 1，2) (3) 

ここで，Et(・)は， t期及び t期よりも前の情報を所与とした条件付きの期待

値を表わす(以下において同じ)。

上の (2)及び (3)からdZを消去すると， gen tのlife-timeの予算制約は，

となる。

2 

XhtCh1lt+ChlFt+ I; s~HX~~+l C~~It+C~~Ft) 
'2ニ l

三三XhJh(T h1t) + Fh (ThFt) 

+[ZlsZ(zZ+IGhI+ω1~~+l)-Wht] Thlt 

十[ZIsit(42GhF十 W~~+l) ωht] ThFt 

2)開放経済の場合

(4) 

t期よりも前に発生した state及び t期に発生している stateを所与とした

ときの h国の gentの開放経済における効用最大化問題は，次のように表わさ

れる。

max EtUh (ChIIt， Ch1Ft. C~J;2 ， C~~~2) 

subject to 

XtCh山 +Ch1Ft+ I; I; s~2n2d，::r2 
間2=ln2=1

三三XJh(T hl')+ Fh (ThF，)-Wh' (Thlt+ ThFt) 

X~}ln2 C:Z~;2 + C;:;}~2 

ζ X~}ln2 ahl T h/t + Z~2 ahF T，肌+ω';:;~l (Th1t+ ThFt)+d;:?n2 

(5) 

(6) 

(m2 =1，2 n2=1，2 i2=m2 if h=j i2=n2 if h=a) (7) 

上の (6)及び (7)から dpn2を消去すると， gen tのlife-timeの予算制約は，

XtCh1lt+ChlFt+平正1s?"2(zpfzcZ2+CZP)

三二 X，Jh(T h1t) + Fh(ThFt) 

+[乏lnFIS?"2昨 ;2ahI+ω加)山口帥

+ [I; I; S;"2n2 (z~2ahF + w;:;z;n -w ht] T hFt 
間2~ln2~1

(i2=m2 if h=j i2=n2 if h=a) (8) 
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となる。

3. 均 衡

(1) 効用最大化のための 1階の条件

1)閉鎖経済の場合

t期よりも前に発生した state及びt期に発生している stateを所与とした

とき，閉鎖経済の下で， gen tの主体の効用最大化が実現しているための必要

十分条件は， h国について，消費に関する 1階の条件，

。日 aUh
aCh1Ft Xht aChllt 

(9) 

。Uh 1;2 θq 
aCh1Ft S~~X~~+l aC~b 

(i2=1，2) (10) 

。Uh /，，'2 a~ 

θCh1Ft S~~ θC~~Ft 
(i2= 1，2) 、，，J

句

E
A

'
E
A
 

/目、、

及び予算制約 (4)をそれぞれ自動車生産に用いられる生産要素の量 Th1tとコメ

生産に用いられる生産要素の量 ThFtで微分した生産に関する 1階の条件，

nu 
戸

0

均

一

「

ト

叫

判

一

勺

加

、

υ

W

H

 

汁

J

叫

凡

叫

十

1

F

 

+

!

.

内

句

-
M
-
6

印
刷

d

吃

削

げ

パ

H

s

h

ι
仙

2
2
T
D
.戸

+

ー

)

+

 

内

M

M

e

r

-

d

l

L

M

 

J

h

L

1

1

 

場

'
h

ル

F

(12) 

(13) 

が成立していることである。すなわち，これらの条件が成立していれば，最適

消費及び最適生産が実現されていることになるo

2)開放経済の場合

t期よりも前に発生した state及びt期に発生している stateを所与とした

とき，開放経済の下で， gen tの主体の効用最大化が実現しているための必要

十分条件は， h国について，消費に関する 1階の条件，

。Uh aUh 

θCh1Ft Xt aChllt 

(14) 
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θ日 fm2"2 oUh 
OCh1F， S';'2n2 x';'-2t2 oC;:'J，n2 (m2=1.2 n2=I，2) (15) 

ou，. fm2"2 ou，. 
θCh1F， S';'2"2 ÔC::;~~2 

(m2= 1，2 n2= 1，2) (16) 

及び予算制約 (8)をそれぞれ ThI，とThFtで微分した生産に関する 1階の条件，

XJ~(ThI') 十:E :E S';'2"2 (x';'-21"2ahI+Wz:~"n一ω加=0
間2ニ 1"2~1

Fi. (T hFt) + :E :E S';'2"2 (Z~2 ahF + wz:rn刷，=0
間 2=ln2=t

U2=m2 if h=j i2=n2 if h=a) 

が成立していることである。

、、，ノ
可

4・B
A

〆
'a

、、

(18) 

(2) 財市場の均衡条件

1)閉鎖経済の場合

均衡では，任意の t期において，自動車，コメのそれぞれの需要と供給が，各

国で stateごとに一致している。したがって t期の自動車市場に関しては， t 

期よりも前に発生した state及び t期に発生している stateを所与としたとき，

h国について，

Ch2I'-1 +Chllt=ahIT hI'ー1+Ih(ThI，) (19) 

が成立していなければならない。

同様に，コメ市場に関しても， t期よりも前に発生した stateを所与としたと

き， h国の t期の state，i1について，

C~~Ft -l +C!lFt =Z~l ahFThFtーl十九(T，的(il= 1，2) (20) 

が成立していなければならない。

(19)及び (20)において，左辺はそれぞれ自動車，コメに対する需要を，右

辺は供給を表わしている。以下， (21)及び (22)においても同様である。

2)開放経済の場合

均衡では，任意の t期において，自動車，コメのそれぞれに関して，両国の需

要と供給をそれぞれ合計したものが， stateごとに一致している。したがって，

t期の自動車市場に関しては， t期よりも前に発生した state及びt期に発生し
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ている stateを所与としたとき，

L: Ch21t-1 + L: Ch1lt= L: ah/Thlt-1 + L: Ih (Th1t) (21) 
hニ ニニ hニ 1

が成立していなければならない。ここで，L:は， j固と a固についての合計を

表わす(以下において同じ)。

同様に，コメ市場に関しても， t期よりも前に各国に発生した stateを所与と

したとき， j国 a国に発生する t期の state，ml及びnlについて，

会IC2111+ぷlcmlニ三141向FThF21+AA(恥)

(ml二 1，2 nlニ 1，2 i1 =ml if hニj i1 =nl if h =a) (22) 

が成立していなければならない。

(3) 生産要素市場の均衡条件

両経済体制においても，均衡では，任意の t期において，各国ごとに， gen t 

lのoldからの供給と gentのyoungの需要が一致しており，さらに，生産要

素の総量は各国において一定である。 したがって t期の生産要素市場におい

ては， h国について， t期よりも前に発生した state及び t期に発生している

stateを所与として，

Th1t-1 + ThFt-1 = ThIt+ ThFt= Th (23) 

が成立していなければならなL、。ここで，Thは，h国の経済に賦存される生産

要素の量を表わす(以下において同じ〕。

(4) contingent claim市場の崎衡条件

1)閉鎖経済の場合

均衡では，任意の t期の j国 a国それぞれにおいて， gen tのyoungにつ

いての t+1期に発生する stateごとの contingentc1aimの需給が一致してい

る。

本来， h国の gentのyoungが複数いる場合には， contingent claimの売り

手と買い手が存在し，両者の間で需給が均衡する。ところが，単純化のため，

h国には gentのyoungはl人しかいないと仮定したので， contingent 
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claimの需給の一致とは contingentclaimの需要がOに等しいことを意味す

る。したがって t期よりも前に発生した state及び t期に発生している state

を所与とすると， h国について，

d:5=O (i2=1，2) (24) 

が成立していなければならない。

2)開放経済の場合

均衡では，任意の t期において， t十1期に発生する stateごとの contingent

claimについて，両国の需要と供給をそれぞれ合計したものが一致している。

したがって， t期よりも前に発生した両国の state及び t期に発生している両

国の stateを所与とすると，

L: d::!2"2=0 
h~l 

(m2 = 1，2 n2 = 1，2) 

が成立していなければならない。

(5) 均衡の定義

閉鎖経済及び開放経済の下での均衡を次のように定義する。

<定義 1>

(25) 

t期よりも前に発生した state及びt期に発生している stateを所与とした

閉鎖経済の均衡は，与えられたパラメータ ahl，ahF， Th，生産技術Ih(・)， Fh(・)

及び確率過程 {z~. z!. tミ1}の下で，すべての t2. 1及び h(h=j刈について，

(4)， (9)， (10)， (11)， (12)， (13)， (19)， (20)， (23)及び (24)の条件式を満たすよう

な非負の数列 {Th1t.ThFt.ChlIt.Ch仇 CL，c;3Ft，xht，Wht，SELlである。

<定義 2>

j国及びa国において t期よりも前に発生した state及びt期に発生してい

るstateを所与とした開放経済の均衡は，与えられたパラメータ ahJ. ahF， Th， 

生産技術ん(・)， Fh(・)及び確率過程叫.z!. t注目の下で，すべての tミ1及び h

(h=j. a)について， (8)， (14)， (15)， (16)， (17)， (18)， (21)， (22)， (23)及び (25)

の条件式を満たすような非負の数列 {{Thlt • ThFt. ChlIt• Ch1Ft.C;:;J;2. C::i詰2，Xt，ωht. 

sfm};2=l}L2zlである。
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4. 定常均衡とその条件

(1) 定常均衡の定義

3.で定義した均衡を一般的に求めることは困難であること，また，調整過程

を了し諸変数が安定したふるまいをみせる経済状態においてさえも必ずしも自

由貿易が最善ではないことを例示することが本稿の目的に合致すると考えられ

ることから，次に定義する定常均衡に焦点、を絞って分析を行うことにしよう。

定常均衡としていくつかの状態が想定されうるが，ここでは，以下に定義す

る均衡に限定し，そこで成立すべき条件を求める。

<定義 3>

与えられたパラメータ ahl. ahF. Th• 生産技術 Ih(・). Fh(・)及び確率過程

{z!. z!. ミ1}の下で，任意のt及びh(h=j.a)について.{Thl• ThF}. {{C!¥I' 

C~\F' C~~? C~~f. X~l. ω1~1， S~1'2え =l}~l=l がすべての市場を均衡させるとき， これら

の値を閉鎖経済の定常均衡と定義する。

<定義4>

与えられたパラメータ ahl. ahF. Th• 生産技術Ih(・). Fh(・)及び確率過程

吋.z~.t ミ1}の下で，任意の t 及び h(hニ j.a) について. {T hl. ThF}. {{ { Ic;;'l}"l. 

cz;}..n1， Cz;}n}m2n2， C~}.nlm2n2， Xm}n1，ω1;:'lnl， S"'内問2n2}~2= [}~2= 1 }~l = 1 }~l = 1がすべての市

場を均衡させるとき，これらの値を開放経済の定常均衡と定義する。

上で定義した定常均衡においては， gen tのyoungがその life-timeの効用

を最大化するように決定する自動車及びコメ生産への生産要素投入量は t期

にgentのyoungが直面する stateに関係なく一定である。

(2) 閉鎖経済における定常均衡の条件

定義 3を満たすような閉鎖経済における定常均衡は，任意の t期の h国(h=

j.a)に関する以下の (28)から (37)に示す条件式から求められる。

ア gen tの予算制約
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h国の gentのt期及び t+l期の予算制約は，

zil c;iI+c;iF+Z1s;IS2dY2 

三::;X~l Ih (Th/) 十Fh(ThF) 一 ωI~l (T h/+ T hF) (i1 = 1，2) (26) 

X~2 C~?+C~皆

三 x'iahIThI+z~2 ahFThF+ω，~2(ThI+ThF)+d~内

(i1
ニ 1，2 i2=I，2) (27) 

であるから， (26)及び (27)からdt2を消去することによって，gen tのlife-

timeの予算制約が次のように得られる。

ziIC;lI+c;1F+Z141円X~2 C~~? + C~~) 

三三 x~lIh (ThI) + Fh (ThF) 

+[Z141E2(42GhI+ω，~2)-W~lJThI 

+[ZlsU22(z;2ahF+叫2)-w~lJT hF (i1 = 1，2) 

イ 効用最大化のための l階の条件

消費に関する l階の条件

ou" δq 
aC~\F X~l θC~\I 

θu" 1，.'2 au" 
θC~IF S~l '2 X~2 θc;22 

δUh 1，.'2 θUh 

θC~IF st2 θqu 

生産に関する 1階の条件

(i(ニ 1，2)

(i1 = 1，2 i2= 1，2) 

(il = 1，2 i2= 1，2) 

(28) 

(29) 

(30) 

(31) 

41 Ii(ThI)+Z141円x~2ahI+ ω1~2) 一ω，~1=0 (il=1，2) (32) 

F1(Tw)+E141勺 (Z~2 ahF+叫2)一叫Iニo (il = 1，2) (33) 

ウ 財市場の均衡条件

自動車市場

C~~~l+C~II=ahIThI+lh(ThI) (io=I，2 i1=I，2) (34) 

ここで，ioはt-l期に発生する stateを表わす(以下において同じ)。
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コメ市場

C~') + C~\F = z~lahF T hF十Fh(ThF) (io= 1，2 i1 = 1，2) (35) 

エ 生産要素市場の均衡条件

Thl十 ThF=Th (36) 

オ con tingen t claim市場の均衡条件

d~山ニX~2 C込?+C~出 -xiahlThl-z~2 αhFThF-W~2(Thl十ThF)=0 

(il二 1，2 i2= 1，2) (37) 

(3) 開放経済における定常均衡の条件

定義4を満たすような開放経済における定常均衡は，任意の t期の h国 (hニ

j，a)に関する以下の (40)から (49)に示す条件式から求められる。なお， こ

こで，単純化のため， j国においては， oldのときにコメ生産に変動が生じない

こととする。すなわち，可ニぐ=1と仮定する。このとき，世界経済は a国に

発生する stateによってのみ影響を受けることになる。

ア gen tの予算制約

h国の gentのt期及び t+1期の予算制約は，

xzIC;iI+C;!F+ ，ZlSZ山 d~'山

:S;; x'lIh (Thl) + Fh (ThF) 一ω~l (ThI+ ThF) (i1 = 1，2) (38) 

X'2C品;2 十 C~由

三二 xi2ahIThl + z~2ahF ThF十叫2(ThI十 ThF)+d~内

(i1=1，2 i2=1，2) (39) 

であるから， (38) 及び (39) からdY2を消去することによって， gen tの

life-timeの予算制約が次のように得られる。

XEIC;iI+c;iF+zy山 (Xi2C~~?+ C~~f) 

三三x'lふ(Thl)+Fh(ThF)

+[EY吃 (x匂hI十ω，~2)ωl~l]Thl

+[EY%PahF+ω~2) -w~l]ThF (i1ニ 1，2) (40) 
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イ 効用最大化のための l階の条件

消費に関する l階の条件

θu" θq 

aC~IF X'1 aC~II 
(il = 1，2) (41) 

。Uh f'2 au" 
aC~\F S'1匂'2 ac込;2

(i1=l，2 i2=l，2) (42) 

au" f'2 aUh 

δC~\F S'I'2 θc;LP 
(i1

二 1，2 i2二 1，2) (43) 

生産に関する 1階の条件

ダlI~ (ThI)+:E Sili2 (xi2ahI +w~2) 一ω;l ニ o (i1=l，2) (44) 

日 (ThF)+221salZ2(42GhF+141わ一ω1~I=O (i1=1，2) (45) 

ウ 財市場の均衡条件

自動車市場

:E C~~? +:E C~\Iニ:E ahIThI+:E Ih(ThI) (io=l，2 i1=l，2) (46) 
hニ h~1 h~1 h~l 

コメ市場

ECZ2+Elc;ifE141GhF九F十五九(九F) (io= 1，2 i1ニ 1，2) (47) 

エ 生産要素市場の均衡条件

ThI+ThF=Th 

オ contingent claim市場の均衡条件

:E d~l '2 = :E Xi2C，品?+:EC~~f 
h~l h~l h~l 

-:E xi2ahIThI-:E z~2ahFThF-:E w~2(ThI+ThF)=O 
h~l h~l hニ 1

(48) 

(il=l，2 i2=l，2) (49) 
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5. 数値例と経済厚生の評価

(1) 数値例と計算結果

効用関数，生産関数，パラメータ等を具体的に次のように与えて，農業保護

のため鎖国が行われている閉鎖経済と農業の自由化が行われている開放経済に

おける定常均衡での効用水準を求めることとする。

Uh = In (ChU) + In (Ch1F) + In (Ch21) + In (Ch2F) 

Ij (TjI) = 2 (TjI)o.s Ia(T aI) = 2(T aI)o.s 

Fj(TjF)=2(わ'F)O.S Fa(T aF) =3(TaF)o.s 

ajI = aaI二 ajF= aaFニ 0.3

Zl=ぐ=lz;=oz;=2

j1=j2=0.5 

Tj=25 Ta=50 

この数値例においては， j国が自動車に， そして a国がコメに比較優位を有

することとなり，貿易を開始すると，表 1及び表 2に示すとおり， j国では自動

車 a国ではコメの生産が拡大する。

数値例に従って，効用水準を計算した結果を表3に示した。裏3において，

EU~ は， t期に a国に stateiが発生している場合の h国の gentのt期と t十

1期の消費から得られる期待効用 (exante)を， U?"は， a国に t期に statem， 

t+l期に statenが発生した場合の h国の gentのt期と t+l期の消費から

得られる実現効用 (expost)を表わす。

(2) 評価基準

数値例から求められた効用水準を用いて両経済体制における経済厚生を比較

する。比較の基準としては，マクシミン基準を採用する倒。マクシミン基準と

は，両経済体制の間で，当該体制で一番低い期持効用同士，または一番低い実

現効用同士を比べて，高い方の体制の方が経済厚生が高いとする基準である。
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表 l 閉鎖経済における両国の消費量

1. 自動車

t期の stateが 1のとき t期の stateが2のとき

j 国 a 国 j 国 a 国

ぷE弘3、 計 10.821 17.708 10.821 17.788 

young 1.768 3.508 1.768 2.363 

old 9.053 14.200 9.053 15.345 

2. コメ

t期の stateが 1のとき t期の stateが2のとき

j 国 a 国 j 国 a 国

メE弘3、 計 10.821 14.874 10.821 29.623 

young 1.768 2.946 1.768 3.953 

old 9.053 11.928 9.053 25.670 

注. 閉鎖経済であるから，生産量=消費量である.

マクシミン基準を採用したのは，両国政府が農業の自由化の可否を決定する

ときには，経済厚生が最も低くなる場合をつねに念頭に置くべきであると考え

られるからである。仮に，経済厚生が最も低くなる場合に消費される財の量な

り効用水準が国民の生存あるいは満足の最低水準 (NationalMinimum)を下

回るならば，当該政策を選択することは適切ではない。特に，食料のような人

間の生存に不可欠な財については，政策の変更等によって生じる最悪のケース

の消費水準に十分注意を払う必要があろう。

なお，不確実性を導入しないモデルにおいては，それぞれの経済体制に関し

て，与えられたノfラメータ等に対して 1個の効用水準の組合せしか求められな

いから，その場合，経済厚生の評価についてのマクシミン基準の結論は，ノf

レート基準の結論と一致する。

(3) 経済厚生の評価

表 3に従って，両経済体制について，比較してみよう。まず，期待効用につ

いてみると，閉鎖経済において一番低いケースでは， j国は 5.546，a国は 7.788
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表 2 開放経済における両国の生産量，消費量，輸出入量

自動車

t甥の stateが lのとき t期の stateが2のとき

J 国 a 国 j 国 a 国

生産量 12.037 16.560 12.037 16.560 

young 7.649 9.620 7.649 9.620 

old 4.388 6.940 4.388 6.940 

< t-l期の stateが lのとき>

消費 量 9.854 18目743 9.990 18.608 

young 1.832 3目486 1.539 2.534 

old 8.022 15目257 8.451 16.074 

輸出入量 + 2.183 • 2.183 + 2.047 企 2.048

くt-l期の stateが2のとき>

消費量 10.632 17目965 10.809 17.788 

young 1.832 3.486 1.539 2.534 

old 8.800 14.479 9.270 15.254 

輸出入量 十 1.405 • 1.405 + 1.228 . 1.228 

2. コメ

t期の stateが 1のとき t期の stateが 2のとき

j 国 a 国 j 国 a 国

生産量 9.554 15.550 9.554 31.669 

young 6.442 15.550 6目442 15.550 

old 3.112 。 3目 112 16.120 

<t-1期の stateが Iのとき>

消費 量 8.651 16.453 14目402 26.822 

young 1.609 3.060 2目220 3.652 

old 7.042 13.393 12目 182 23.170 

輸出入量 企 0.903 + 0.903 • 4.848 + 4.847 

<t-l期の stateが2のとき>

消費 量 9.334 15.770 15.583 25.640 

young 1.609 3.060 2目220 3.652 

old 7.725 12.710 13.363 21.988 

輸出入量 • 0.220 + 0.220 企 6.029 + 6.029 

注輸出入量=生産量一消費量であり.+は輸出..は輸入を示す.ラウンドのため合計

が必ずしも一致しない.
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表 3 両国の効用水準

1. 期待効用

EUh 1 

EUh2 

2. 実現効用

閉鎖経済

j国 a国 世界

Uh 11 5.546 7.468 13.013 

Uh 12 5.546 8.312 13.857 

Uh 21 5目546 7.366 12.9ま2

Uh22 8.210 13.756 

開放経済

j国 a国 世界

5.115 7目687 12主総2

5.716 8.287 14.003 

5.448 字.秘書 12.888 

6.048 8.040 14.089 

世界

開放ー閉鎖

j国 a国 世界

0.431 0.219 -0.211 

0.170 0.025 0.145 

-0.098 0.074 0.024 

0.503 -0.170 0.333 

注. は，当該経済体制の当該国にとって，最も効用水準が低いことを示す.

であり，開放経済において一番低いケースでは， j国は 5.415，a国は 7.740であ

る。したがって， マクシミン基準によって，両経済体制を比較すると， j国に

とっても a国にとっても，閉鎖経済の方が betterということになる。実現効用

についてみると，閉鎖経済において一番低いケースでは， j国は 5.546，a国は

7.366であり，開放経済において一番低いケースでは， j国は 5.115，a国は 7.440

であるーしたがって， j国にとっては閉鎖経済の方が betterであり， a国にとっ

ては開放経済の方が betterということになる(15)。

次に，世界的な経済厚生を両国の効用水準の単純和で表わすこととして，マ

クシミン基準によって，世界的な観点から，両経済体制の経済厚生を比較して

みよう(16)。期待効用については，閉鎖経済において一番低いケースは 13.334で

あり，開放経済において一番低いケースは 13.402であるから，この場合，開放

経済の方が betterということになる。一方，実現効用についてみると，閉鎖経

済において一番低いケースは 12.912であり，開放経済において一番低いケース

は 12.802であるから，閉鎖経済の方が betterということになる。

このような結論が得られたメカニズムを考えてみよう。効用関数の仮定よ
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り，両国の主体とも危険回避者である。このことから，不確実性がない場合に

比べて，それぞれ比較優位性を持つ財への特化の度合いが小さくなっている。

このため，開放経済の下で，世界的にみた自動車の生産量はやや増えているも

のの，不作(すなわち a国の stateが1)となった場合のコメの世界的な供給量

は閉鎖経済に比べて小さくなっている。

a国に state1が発生すると， コメの価格が大きく上昇し. j国のコメ輸入量

が減少する。一方国のコメの圏内生産は自動車への特化によって減少して

いるから，閉鎖経済を下回るコメの消費量となる。また.j国の自動車の園内生

産は増加しているものの，コメの価格の急騰はコメ輸入のために必要な自動車

の輸出の増加をもたらすから， 自動車についても国では閉鎖経済を下回る

消費水準となる。よって.j固においては.a国に state1が生ずるときには，開

放経済では閉鎖経済よりも経済厚生の水準が低くなるのである。そして， この

ような j国における効用水準の低下がa国における効用水準の上昇よりも大き

いことから，実現効用についてみると，世界的にみても開放経済の方が閉鎖経

済よりも経済厚生の水準が低くなる。

なお a国に state2が発生する場合については，これまで述べたのとは逆

に，開放経済の下で， j国の厚生水準が上昇し， a国の厚生水準は低下するが，

世界的な厚生水準は閉鎖経済に比べて低下しない。

6. 結論

農業生産の不確実性を確率変数として導入した本分析によって，ある条件の

下では，農業の自由化が必ずしも自国及び世界の経済厚生の改善をもたらさな

いということが示された。すなわち，農業生産の確率的な変動によって相対価

格に大きな変化が生じ農産物価格が急騰する場合には，食料輸入国における農

産物及びそれ以外の財(輸出財〉の消費水準が低下し，その低下が当該国のみ

ならず世界的な経済厚生をも低下させうるのである。このような結果は，従来

の貿易理論等では十分に考慮されていなかった農業生産の不確実性をモデルに
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導入することによってはじめて得られたものであると考えられる。

本分析の結果は，食料安全保障論 戦争，災害，政治的意図等何らかの原

因によって，食料輸出国からの輸入が途絶えたり輸入量が激減したときに備え

るため，農業を保護すべきである と相通ずる点はある。通常，食料安全保

障論では，食料輸出国の意図的な輸出制限による食料輸入国の消費水準の低下

という面が強調されているo 本分析の結果からは，食料輸出国の貿易への介入

が行われない場合であっても，不作となったときの農産物価格の急騰によって

食料輸入国は輸入したいだけの農産物を輸入することはできず，さらにその不

十分な量の農産物輸入を確保するために圏内で消費する財の一部が輸出に向け

られ圏内の経済厚生の水準が低下するという事態も発生しうることが示された

のである。

とはいえ， 食料供給能力が NationalMinimumを大きく下回るような水準

にある国についてまで，本分析の結果を直ちに当てはめ，国境措置によって農

業保護を行うことは認められ得ないものと思われる。あくまで，本分析の示唆

するところは， 農業自由化と経済厚生に関する議論は NationalMinimumと

関連した食料供給能力の問題と表裏一体で行われるべきであるということにと

どまるものであろう。

最後に，本稿において残された問題について述べておこう。

(ア) 本稿では，単純化のための仮定がいくつかおかれている。本分析で得

られた結論を一般的なものとしていく上では，それらの仮定の一部は取り払わ

れる必要がある。

(イ) 本稿の結論において述べたように， National Minimumの水準が農業

の自由化の可否を判断する上で，きわめて重要な概念となると思われるが，具

体的にどのような水準なのかは明らかにされていない。これについて学問的な

研究が待たれるのはもちろんとして，さらに，国民的なコンセンサスが必要な

問題でもあろう。

(ウ) 本分析からは，上述のように，食料供給能力が極めて低い国について

は自由貿易の方が望ましいと推測されるものの，自給はできないがある程度ま
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での食料供給能力を有する国について，自由貿易がよいのか，保護貿易の方が

望ましい場合があるのかは必ずしも明らかではない。さらに，食料自給をめざ

した輸入制限については，幼稚産業保護論と同種の議論とも考えられるが(11

どのような場合に正当化されるかについて明らかにされていない。

(エ) 本稿おいては，備蓄の可能性は考慮されていない。豊作時の生産の一

部を不作時の消費に当てることにより，不作時の消費水準の落込みを緩和する

ことができるものと考えられる。

(オ) 本稿においては，各国の圏内措置による保護のコストは考慮されてい

ない。農業を保護する場合には，国境措置に加えて価格支持等の圏内措置も講

じられるのが通常の姿である。国内措置が講じられる場合には，本分析の結果

よりも，経済的なコストは大きくなるものと考えられる。

(カ) 本稿の結論は定常均衡について分析した結果得られたものであり，定

常均衡へ至る調整過程に関して本稿の結論を直ちに当てはめることはできな

い。調整過程について分析することは一般的にむずかしいとされているが，そ

こでの経済諸変数のふるまいは非常に興味深いものであり，何らかの形での接

近を図る必要があろう。

〔付記〕

本稿の作成に当たっては，千葉大学法経学部榊原健一助教授，同大学園芸学部杉

本義行助教授，当研究所須永芳顕研究員，吉田泰治研究員，草苅仁研究員から多く

の有益な御教示をいただいた。記して，感謝の意を表したい。

注(1) たとえば， 17世紀から20世紀初めにかけての自由主義と保護主義の歴史的展開につい

ては，杉山(16Jを参照されたい。

(2) 自由貿易論に対する反論をみると，現実の経済では自由貿易最善の前提が満たされて

いないこと，あるいはそれは理論やモデルの世界での結論であることをもって，その結

論を直ちに現実に当てはめるのはおかしいという議論の立て方がなされることが多い。

兼光 [4Jでも述べられているように， Iモデルの命題にかんする現実妥当性(評価)は.

現実のデータによって検証されるべきことであって，仮定の非現実性に求めるのは不当

である」と恩われる。また，あるモデルに基づいて出された結論において，そのモデルが

捨象した部分が決定的な影響を与えるものであるならば，その部分をモデルに取り込む

ことによって，モデルを構築し直して反論を試みるべきであるとも考えられる。
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(3) 供給量変動の国際的な相関関係は低いという考え方もあるが，供給国が少数になれば

国際的な相関も無視し得なくなると考えられる。

(4) 伊藤・大山 (3)，兼光 (4)，小宮・天野 (6)等に，保護貿易論の根拠とそれに対する

評価が簡潔にまとめられている。

(5) 不確実性と関連した貿易理論に関する文献については，やや古いが， Pomery (13)を

参照されたい。

(6) Overlapping Generations Modelは， 1950年代に Ma1invaud，E.とSamuelson，P.が

それぞれ独立して考案した動学一般均衡モデルであるo このモデルは，標準的なモデル

と比較して，新しい世代が毎期ごとに誕生することによる主体の数の無限性と毎期ごと

の財を異なるものと考えた場合の財の数の無限性という 2つの意味での無限性を特徴と

している。 近年はもっぱら money に関する分析に用いられている。 くわしくは，

Sargent (15)， McCandless and Wallace (9)等を参照されたい。特に，本稿で扱って

いる StochasticOverlapping Generations Modelについては， Sargent (15)を参照さ

れたい。

(7) 以下における添字 γ はyoung，添字‘2' はoldのときを，添字 γ は自動車，添

字 γ はコメを表わす。

(8) これは，内点解が存在することを保証するための条件である。

(9) 解法の簡単化のため， oldの生産技術は規模に関して収穫一定と仮定した。なお，

youngのときの経験によって oldが生産活動に習熟し， 生産技術が規模に関する収穫

逓減型から収穫一定型に移行したと考えることもできょう。

(11J) 通常，自動車は耐久財に分類されるが，ここでは各期ごとに消費し尽くされる財であ

ると仮定している。耐久財の場合には， レンタル市場や中古車市場を考慮する必要が出

てこよう。

ω 生産活動のとらえ方と期間のとり方に関してやや強い仮定となっている。

(1~ このようなアロー・ドブリューの完全市場については， Kreps (7)，酒井(14)，武隈

(17)等において簡潔に説明されている。

(13) たとえば，閉鎖経済の下で考えてみれば， oldのときにコメの生産が stateに依存せ

ず，z~=z!=l であるとし， t期から t+1期にかけての grossな意味での利子率を向と

すると，rh'= l/(sk， +s!，)という関係が成立する。

(14) 経済厚生の評価基準のうちパレート基準については黒岩 (8)，今井他 (2)を参照され

たい。マクシミン差準を含めパレート基準以外のいくつかの基準は酒井(14) にまとめ

られている。

(15) 期待効用及び実現効用をパレート基準で評価すれば，いずれも， I閉鎖経済と開放経済

はnoncomparableJということとなる。

日目 自由貿易がパレート最適な資源配分をもたらすという従来の主張に従えば，このよう

に効用を基数的に扱い，マクシミン基準を適用しでも，開放経済の方が betterという結

論が得られる。



26 農業総合研究第48巻第 l号

間 幼稚産業保護論が正当化されるケースについては，兼光 (4)，Kemp (5)，根岸[12)

等を参照されたい。
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〔要 旨〕

農業自由化と経済厚生に関するモデル分析

吉 井 邦 恒

近年， 貿易の一層の自由化を進めるため， これまで例外的に取り扱われ， 様々な
保護措置が講じられてきた農業についても自由化を求める声が国際的に高まってき
ている。

このような自由化論は， 主として「自国及び世界の経済厚生の観点から， 自由貿
易・自由経済は最善である」という伝統的な貿易理論に基づいているものであると
考えられる。

農業は， 工業とは異なり， 自然条件の影響を受けて供給量に変動が生じやすいと
いう特殊性を有している。仮に， 今後自由貿易による国際分業が推し進められると
すれば， 農業及び食料供給は， 最終的には， 農業に比較優位を持つ少数の国に担わ
れることになるであろう。その結果， 世界的にみた食料供給の不確実性もむしろ増
大することとなり， 食料輸出国の作柄によっては， 食料輸入国が必要とする量の食
料を確保できなくなるような事態の発生も予想される。

本分析の目的は， 伝統的な貿易理論では十分に考慮されてこなかった農業が持つ
特殊性をモデルに組み込むことにより， 自由貿易が常に最善ではないことをカウン
タ ー ・イグザンプルをもって示すことである。具体的には， 農業生産の不確実性を
確率変数として明示的に導入したモデル (Overlapping Generations Model) を用
いて， autarkyの閉鎖経済と完全に自由化された開放経済の経済厚生を数値例に基
づいて計算し， マクシミン基準に従って比較を行った。比較の結果は次のとおりで
ある。

① 期待効用(ex ante)でみても実現効用(ex post)でみても，食料輸入国にとっ
ては閉鎖経済の方が， 食料輸出国にとっては開放経済の方が経済厚生が高い。

② 世界的な経済厚生を両国の効用水準の単純和で表わすこととして， 両国に
とって，期待効用でみても実現効用でみても，閉鎖経済の方が経済厚生が高い。

農業生産の不確実性を確率変数として導入した本分析によって， ある条件の下で
は， 農業の自由化が必ずしも自国及び世界の経済厚生の改善をもたらさないことが
示された。 すなわち， 農業生産が変動し農産物価格が急騰する場合には， 食料輸入
国における農産物及びそれ以外の財（輸出財）の消費水準が低下し， その低下が食
料輸入国のみならず世界的な経済厚生をも低下させうるのである。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

